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 研究要旨 
人工内耳装用者の高齢化や地域格差、感染症対策への対応として、遠隔でのマッピングと言語訓練

の有用性を検討した。小児および成人を対象に対面と遠隔を組み合わせて実施した結果、聴こえの評

価や調整効果は対面と同等で、安全性にも問題はなかった。遠隔実施により通院時間や費用の軽減が

可能となり、満足度も高かった。一方で、一部症例では適応に制限があり、医療費算定などの課題が

残る。 

 

Ａ．研究目的 

人工内耳装用者の高齢化、居住地による地域

格差と医療格差、感染症対策等が課題となって

おり、それらに対して、患者の負担軽減および

新たな医療の提供が課題となっている。人工内

耳を装用している小児と成人に対して遠隔で

のマッピング、および遠隔での言語訓練を実施

し、遠隔で行うことの有用性と課題について検

討したので報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

人工内耳の装用開始後 12 カ月が経過し、装

用が安定している小児および成人を対象にし

た。 

0 週目と 6 週目は対面で実施し、2 週目と 4

週目は遠隔で実施した。遠隔マッピングにはパ

ソコンやタブレットを使用し、遠隔でマッピン

グを行った。 

遠隔言語訓練にはオンライン会話ツール及

びオンライン診療システムを使用した。 

対面と同様の手順でマッピング及び言語訓

練を行い、満足度及び費用等に関するアンケー

トを行った。 

 

Ｃ．研究結果   

5症例において検討を行った。対面と遠隔で

マッピングを行った際の電荷量（チャンネル11

のTレベルとCレベル）および聴こえの評価SSQ

の結果を表1に示す。Tレベルの平均値は、対面

マッピング時は123.2、遠隔マッピング時は

130.8であり、 2群間で有意差はなかった

（p=0.69）。また、Cレベルの平均値は、対面マ

ッピング時は178.0、遠隔マッピング時は175.4

であり、2群間で有意差はなかった（p=0.89）。
聴こえの評価SSQの平均値は、対面マッピング

時は59.0、遠隔マッピング時は59.4であり、2

群間で有意差はなかった（p=0.98）。また、全

ての症例で有害事象は認められなかった。これ

らの結果より、電荷量および聴こえの評価は、

対面マッピング時と遠隔マッピング時で有意

な差はないことが明らかとなった。 

次に、対面と遠隔でマッピングを行った際の

移動時間や準備所要時間（分）、交通費（円）、

移動距離（km）、総合的な満足度の結果を表2に

示す。移動時間や準備所要時間の平均値は、対

面マッピング時は180分、遠隔マッピング時は

31分であり、遠隔マッピング時の方が有意に短

かった（p=0.019）。交通費の平均値は、対面マ

ッピング時は4502円、遠隔マッピング時は0円

であり、遠隔マッピング時の方が有意に安かっ

た（p=0.04）。移動距離の平均値は、対面マッ

ピング時は157.2km、遠隔マッピング時は0kmで

あり、遠隔マッピング時の方が有意に短かった

（p=0.03）。総合的な満足度の平均値は、対面

マッピング時は4.6、遠隔マッピング時は4.4で

あり、2群間で有意差はなかった（p=0.73）。こ

れらの結果より、遠隔マッピングでは対面マッ

ピングに比較して、移動時間や準備所要時間が

短いこと、交通費が安いこと、移動距離が短く

済むこと、その一方で、満足度は変わらないこ

とが明らかとなった。 

また、遠隔言語訓練では、対面と同じ課題を

実施することができた。画面越しでのコミュニ

ケーションも円滑に行うことができ、通信状況
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に大きな問題はみられなかった。 

 

表1 

対面マッピング時と遠隔マッピング時におけ

る電荷量（Tレベル、Cレベル）、聴こえの評価

SSQ 

 
 

表2 

対面マッピング時と遠隔マッピング時におけ

る移動や所要時間、交通費、移動距離、満足度 

 
 

Ｄ．考察 

遠隔でのマッピングおよび言語訓練は有用

性が高く、医療の質を担保したまま患者および

患者家族の負担軽減につながり満足度も高い

結果が得られた。 

しかし、顔面痙攣の出る装用者や発達障害を

併せ持つ小児など、症例によっては遠隔での実

施に制限があった。また、医療費の算定ができ

ない点も課題であると思われた。 

 

Ｅ．結論 

人工内耳装用児・者に対して遠隔でのマッピ

ングと言語訓練を実施した。対面と比較して遜

色ない結果が得られたが医療費などの課題も

残る。 

 
Ｆ．健康危険情報 
該当なし。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
該当なし。 
 

 2.  学会発表 
該当なし。 
 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
該当なし。 
 
 1. 特許取得 
該当なし。 
 
 2. 実用新案登録 
該当なし。 
 
 3.その他 
該当なし。 
 

                                         
                                         
               
  


